
 英作文 の いろは  

英文を書く際の基本的な心構えを「英作文のいろは」としてまとめました。日本語を英語に訳す際にも，

英語のパラグラフを書く際にも役立ちます。［例］を読んで理解してから，［演習］に取り組みましょう。 

 

 1   主語を決める                                                                            

(1) 主語になる部分を見つける 

日本語の中で「誰が／何が」に当たる部分を見つけ，英文の主語にします。 

   例 ］毎朝，彼は図書室で勉強している。     He studies in the school library every morning. 

  習］］ここではよく子どもたちが泳いでいる。 (             ) often swim (             ). 

 

(2) 省略された主語を補う 

日本語は主語を省きがちですが，英語では基本的に主語が必要です。「誰がそうするのか」を明確に   

するために主語を補います。 

   例 ］昨夜は早く寝た。    I went to bed early last night. 

  習］］宿題は終わらせた？  Have (             ) finished your homework? 

 

(3) 日本語の主語にとらわれない・言いかえる 

日本語の主語をそのまま訳さず，英語として自然になるように主語を言いかえます。 

   例 ］私はパスポートを盗まれた。  My passport was stolen. 

  習］］私はその先生に英語を教えてもらっている。 (問い：より自然なほうに☑をつけなさい) 

       □ I am taught English by the teacher.    □ The teacher teaches me English. 

 

(4) it を主語にする (天気・明暗・時間・距離・状況など) 

天気・明暗・時間・距離・状況などは，Itで始めると英語らしい文になります。 

   例 ］今日は寒い。  It is cold today. 

  習］］ここからは駅まではとても遠い。 

 (         ) (         ) very (         ) from here to the station. 

 

(5) 主語を軽くする (to 不定詞は後ろへ) 

英語ではできるだけ主語を短く(軽く)します。特に，to不定詞は 「新情報」として後ろに回します。そ

のため，「～することは重要だ」のような形式主語構文(It is A to do)がよく使われます。 

   例 ］長年のくせを直すのは難しい。 It is hard to change old habits. 

  習］］約束を守ることは大切だ。                                      keep promises. 
 

(6) ものを主語にする (＝無生物主語構文) 

The news made me sad. 「そのニュースが私を悲しませた」のように，人ではなく，ものや出来事を主

語にすることで，より英語らしい表現になります。 

   例 ］私たちの先生はそのニュースに驚いた。  The news surprised our teacher. 

  習］］この地図を見れば駅への行き方がわかる。 

       (         ) (         ) (         ) you how to get to the station.   
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 模範解答   英作文のいろは 
 

 

 1   主語を決める                                                                          

(1) 主語になる部分を見つける     泳いでいるのは「子どもたち」→ Childrenを主語にする。 

 演習］ ここではよく子どもたちが泳いでいる。  (  Children  ) often swim (  here  ). 
 

(2) 省略された主語を補う          主語は相手(＝あなた) → youを補う。 

 演習］ 宿題は終わらせた？     Have (  you  ) finished your homework? 
 

(3) 日本語の主語にとらわれない・言いかえる     普通は受動態よりも能動態のほうが自然。 

 演習］ 私はその先生に英語を教えてもらっている。 (問い：より自然なほうに☑をつけなさい) 

        □ I am taught English by the teacher.   ☑ The teacher teaches me English. 
 

(4) it を主語にする (天気・時間・距離など)      「遠い」は距離を表す → it を主語にする。 

 演習］ ここから駅まではとても遠い。            (  It  ) (  is  ) very (  far  ) from here to the station. 
 

(5) 主語を軽くする (to 不定詞は後ろへ)          to不定詞を文頭の主語にしない → it で始める。 

 演習］ 約束を守ることは大切だ。                It is important to  keep promises. 
 

(6) モノを主語にする (＝無生物主語構文)        「この地図を見れば～」→「この地図が～を示す」 

 演習］ この地図を見れば駅への行き方がわかる。 

(  This  ) (  map  ) (  shows [tells]  ) you how to get to the station. 

 

 2   動詞部分を決める                                                                         

(1) 動詞になる部分を見つける              この部屋は「エアコンを持っている」と考える。 

 演習］ この部屋にはエアコンがある。    This room (  has  ) an air conditioner. 
 

(2) 文の核になる動詞を決める              動詞は「～の香り[におい]がする」smell を使う。 

 演習］ この花はとてもいい香りがする。  This flower (  smells  ) very nice. 
 

(3) 動詞の後ろの形に注意する (to do・doing・that 節など) 

 演習］ 部屋の掃除は終わりましたか。   「～し終わる」はfinish + doing。finish to doは不可。 

Have you finished [ア to clean / イ cleaning  ] your room? 
 

(4) 適切な時制・形で表現する   「留学すると決めて，今もその決意が続いている」→ 現在完了形。 

 演習］ 私はアメリカ留学すると決めています。   I (  have  ) (  decided  ) to study in the US. 

 

 3   情報の流れを意識する                                                                    

(1) 既知の情報を主語にする (旧情報 → 新情報へ)       

 演習］ その男性は私たちの新しい英語の先生です。彼はアメリカで英語を教えていました。 

(問い：より自然なほうに☑をつけなさい)      Heが旧情報で，in the USが新情報。 

       The man is our new English teacher.  □ In the US, he taught English. 

                                       ☑ He taught English in the US. 
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 Unit 0  中学英語の復習  

 

Unit 0 は，主に中学英語の復習で，Unit 1 以降の内容をスムーズに理解するための「いちばん大切な 

土台」です。ここがあいまいだと，高校英語でつまずきやすくなります。中学英語をしっかり復習して， 

「なんとなくの理解」を「正しく使える知識」まで昇華させましょう。ここが大きな分かれ道になります。 

 

▶ 日本語に合うように以下の①から➂の問いに答えなさい。① アやイなどの選択肢があるものは適切な選択

肢を１つ選びなさい。② 空所(   )には１語を書きなさい。③ 下線には２語以上の英語を書きなさい。 

 

 1   動詞 ① ⇨ be 動詞，一般動詞，there is 構文                                           
 

(1) 私たちは猫が好きです。猫ってかわいいし人懐っこいんです。 

We [ア like / イ are like ] cats. They (            ) cute and friendly. 

 

(2) 祖父は毎朝，公園へランニングに出かけます。 

My grandfather [ア is go / イ go / ウ goes ] running in the park every morning. 

 

(3) 象は鼻が長い。 

Elephants (            ) long trunks.  

 

(4) この動物園には，3 匹のコアラがいます。あの建物の中にいますよ。 

                           three koalas in this zoo.                           in that building. 

 

 2   文の種類とつくり方 ⇨ 否定文，疑問文，wh-疑問文，命令文，勧誘を表す文             
 

(5) 林先生は数学の先生ではありません。— 何の教科を教えているのですか。 

Mr. Hayashi (        ) (        ) a math teacher. — What                                  ? 

 

(6) 家で読書をしますか。 

(            ) (            ) (            ) at home? 

 

(7) 普段，いつ勉強しているのですか。 

                                                           ? 

 

(8) 単語のスペリングを確認しなさい。ケアレスミスをしてはいけません。 

[ア Check / イ To check / ウ Checking ] your spelling. (         ) (        ) careless mistakes. 

 

(9) 放課後，一緒に英語の勉強をしよう。 

(             ) (             ) English together after school.    
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 解答・解説  
 

 

(1)  We [like] cats. They (are) cute and friendly.  

□ 英文には動詞 (be 動詞または一般動詞) が必要 

 □「猫が好きだ」like cats  *We are like cats.は「私たちは猫のようだ」。この場合の like は前置詞の like。 

   □「猫はかわいい」は，〈猫＝かわいい〉と猫の状態を説明している。よって動詞は be 動詞を用いる。 

      They (= Cats) are cute.  *be 動詞は① イコール(説明)，② 存在を表す。この文では①。 

 

(2)  My grandfather [goes] running in the park every morning.  

□「毎朝」とあるので，この「～する」は現在の習慣を表す 1-1。主語が３人称単数で，時制は現在なので， 

      一般動詞に【３単現の-es】を付けて go → goes とする。  *× is go (be 動詞＋一般動詞)は不可。 

 

(3)  Elephants (have) long trunks.  

□「象は鼻が長い」は「象は長い鼻を持っている」と表現する。× Elephants are long trunks.とすると， 

象＝長い鼻(という存在)となり不可。〇 Elephants’ trunks are long.「象の鼻は長い」は正しい文。 

 

(4)  There are three koalas in this zoo. They’re in that building.  

□「(初登場の)～がいる」は〈there is＋単数形/不可算名詞〉や〈there are＋複数形〉で表す 387。 *「(既出

の)それら(＝３匹のコアラ)は～にいる」は They’re [They are] ～.  *⚠ 本問の be 動詞は「存在」を表す。 

 

(5)  Mr. Hayashi (is) (not) a math teacher. — What subject does he teach?  

□ 林先生≠数学の先生なので〈be 動詞＋not〉  *一般動詞の否定文は〈do/does＋not＋一般動詞〉 

   □ what＋名詞「何の～，どんな～」でセット。  *× What does he teach subject? は典型的なミス。 

   □ この「教えている」は習慣的行為を表すので【現在形】となる。 

   □ 一般動詞(teach)の現在形の疑問文。主語が３人称単数なので〈does＋he＋teach〉の語順となる。 

 

(6)  (Do) (you) (read) at home?  

□「読書をする」read  *read books と同じ意味。  □「家で」at home  *at home が read を修飾している。 

   □ 現在の習慣的行為についての疑問文は〈do/does＋主語＋一般動詞の原形〉の語順となる。 

 

(7)  When do you usually study?  

□「いつ」when は疑問詞。疑問詞を用いた疑問文(wh-疑問文)は〈疑問詞＋疑問文の語順〉となる。 

   □ 疑問文の語順：〈do/does＋主語＋一般動詞の原形＋～？〉，〈be 動詞＋主語＋～？〉 

   □ この「勉強している」は習慣的行為なので現在形となる。×「今～している」の現在進行形にはしない。 

 

(8)  [Check] your spelling. (Don’t) (make) careless mistakes.  

□ 命令文(～しなさい)の語順：〈動詞の原形＋～〉    □「Ａを確認する」check A 

   □ 禁止を表す命令文(～するな)の語順：〈Don’t＋動詞の原形＋～〉   □「ミスをする」make a mistake 

 

(9)  (Let’s) (study) English together after school.  

□ 勧誘を表す文((一緒に)～しよう)の語順：〈Let’s＋動詞の原形＋～.〉 

   □〈Why don’t we＋動詞の原形＋～?〉471 や〈Shall we＋動詞の原形＋～?〉も勧誘を表す。
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 Unit 1  時制・完了形                                      ▶ Insight 1-1～31 

 

 Level 1  例文解説  —— 理解する 
 

❶ My father often shops online.    「父は よく ネットで 買い物をする。」 

1-1     S             V                 S                   V 
 

この「～する」は〈現在の習慣〉なので現在形。現在形は「現在を含む広い範囲の時」を表す。そこから〈現在

の習慣〉や〈現在の状態〉，〈一般論〉，〈変わらない事実や真理〉，〈確定した未来の予定〉などの意味を表す。 

oftenは「しばしば」「～することが多い」などにも対応する。 

この onlineは副詞「ネットで」。online shopping「オンラインショッピング」は〈形容詞＋名詞〉の表現。 
 

(1) 地球は太陽の周りを回っている。The Earth                                                            

 

❷ Caring for pets teaches children responsibility.    「ペットの世話は 子どもに 責任感 を教える。」 

1-3       S          V       O1        O2                   S         O1     O2      V 
 

〈一般論〉には現在形を用いる。動名詞「～すること」が主語の場合は，３人称単数扱い(teaches となる)。可算

名詞の無冠詞複数形(children)は一般論を表す。「責任感」を表す responsibilityは不可算名詞。aや-sは付けな

い。「Aを世話する」care for A  /  take care of A  /  look after A。care for Aには「Aを大切にする」の意味もある。 
 

(2) 子どもはよく風邪を引く。                                                  colds.                                                     

 

❸ The woman is watering some flowers.    「その女性は 花 に水をやっている。」 

3-1       S          V           O                 S      O       V 
 

「～している」は〈現在進行中の動作〉を表すことが多い。現在進行形 (be 動詞＋doing)。 

★ 注意：「～している」という日本語は，〈現在進行中の動作〉だけでなく，〈現在の状態〉や〈現在の習慣〉， 

過去から現在までの継続〉などを表せる。副詞が目印になることもあるが，文脈で判断する。 
 

(3) ケンはふだん自転車で通学している。Ken usually                                                            

 

❹ Our way of life has changed a lot in the last few years. 「ここ数年で 私たちの生活様式は ずいぶん 変わった。」 

12        S             V                                                S                 V 
 

◎ 頻出：「～の生活様式」one’s way of life，「ここ数年で」in [over] the last few years 

★ 注意：例文のように現在に焦点がある「～した」は現在完了  (have+過去分詞)で表す。現在とは関係なく，

「(当時)～していた」という過去の事柄を表す場合は，現在完了ではなく過去形で書く。 
 

(4) 小学生の時，１年間東京に住んでいた。 

When I was in                                                                                                                                                  

 

❺ Self-driving cars will make transportation safer.    「自動運転車は 交通を より安全に するだろう。」 

9-1        S            V          O         C              S       O      C         V 
 

〈未来の事柄〉を表すのでwillを用いる。transportation「交通」は不可算名詞。 

S make O C「SはO をC にする／SによりO はC となる」は因果関係を表す表現。 
 

(5) ホテルに着いたらメッセージを送ります。I                                                            
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 Level 2  基礎トレ  —— 練習する 
 

①  口頭英訳(センテンス)  日本語を瞬時に英訳しなさい。スラスラ言えるまで練習しなさい。 
 

1 

□ 
父はよくネットで買い物をする。1-1 My father often shops online.  

2 

□ 
ペットの世話は子どもに責任感を教える。1-3 Caring for pets teaches children responsibility.  

3 

□ 
その女性は花に水をやっている。3-1 The woman is watering some flowers.  

4 

□ 
ここ数年で私たちの生活様式はずいぶん変わった。12 

Our way of life has changed a lot in the last 

few years.  

5 

□ 
自動運転車は交通をより安全にするだろう。9-1 Self-driving cars will make transportation safer.  

 

 

②  口頭英訳(チャンク)  日本語を瞬時に英訳しなさい。スラスラ言えるまで練習しなさい。 
 

1 

□ 
(1枚の)ビニール袋 a plastic bag 

2 

□ 
ここ[直近]数十年 the last [past] few decades 

3 

□ 
我々の生き方 our way of life 

4 

□ 
ネットショッピング online shopping 

5 

□ 
私が大学生のころ when I was in college 

6 

□ 
とあるアパートに住んでいる live in an apartment 

7 

□ 
私たちの日常生活 our daily [everyday] lives 

8 

□ 
私たちの生活をより楽にする make our lives easier 

9 

□ 
駅前に[＝駅の近くに]ある A A near the station 

10 

□ 
とあるスーパーマーケットで at a supermarket 

11 

□ 
アルバイトをしている  *２通り work part-time  /  have a part-time job 

12 

□ 
SNSで on social media 

13 

□ 
私たちの(人間)関係 our relationships 

14 

□ 
異常気象 extreme weather 

15 

□ 
すぐに行動を起こす take action immediately 
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 Level 3  定着確認  —— 演習する 
 

(1) 母はネットでよく映画を見ている。 

                                                                                                    

 

(2) ペットの世話は簡単ではない。 

                                                                                                    

 

(3) ビニール袋が環境を破壊している。 

                                                                                                    

 

(4) ここ数十年で我々の生き方は大きく変わった。 

                                                                                                    

 

(5) ロボットは私たちの生活をより便利にするだろう。 

                                                                                                    

 

 Level 4  実戦問題  —— 応用する 
 

(6) 私が大学生のころ，アパート暮らしの友人が何人かいた。                                     (2024 九州歯科大) 

                                                                                                    

 

(7) 科学は，私たちの日常生活を安全で，便利なものにしてきた。                                            (2015 岩手大*) 

                                                                                                    

 

(8) 兄は，毎日，駅前のスーパーでアルバイトしている。                                                  (2015 滋賀大*) 

                                                                                                    

 

(9) SNS上のコミュニケーションは，われわれの関係に変化をもたらした。                      (2018 関西学院大*) 

 

                                                                                                    

 

(10) 異常気象に対して直ちに行動を起こさなければ，私たちの生活環境がさらに悪化するだろうと予測 

する人もいる。                                                                                      (2015 青山学院大) 
 

                                                                                                    

                                                                                                    

 

 つまずきレスキュー ———————— 
 

(6)「何人かの友人がアパートに住んでいた」    (8) 時制に注意。 

(9)「われわれの関係を変えた」，時制に注意。   (10)「異常気象に対処するために」 
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 Level 5  自由英作文  —— 活用する 
 

Write your response to the following question in at least 30 words in English, giving one or more 

examples. “What have you enjoyed about high school?”  (2024 共立女子大*) 
 

 STEP 1   次のモデル解答を読み，問いに答えなさい。 

I (1) [ ア enjoyed  / イ have enjoyed  / ウ will enjoy  ] my time at high school thanks to my good 

friends. (2) 文化祭の前に，私たちは一緒に教室の飾り付けをしました and had a great time. Also, we 

sometimes (3)                                      after school. These experiences have made my 

high school life meaningful and enjoyable. 

 
(1) 下線部(1)の中から最も自然なものを選び，記号で答えなさい。       
 

(2) 下線部(2)の日本語を自然な英語に訳しなさい。 

                                                                                                                                           

(3) 下線部(3)の空所に４語以上７語以下の適切な英語を書き入れなさい。 

Also, we sometimes                                                                  after school. 

(4) (1)～(3)の答え合わせをした後，完成したモデル解答を，意味を確認しながら読みなさい。 
 

 

 STEP 2   あなた自身の解答を書きなさい。モデル解答で使われている表現を参考にしても構いません。 

                                                                                                      

                                                                                                     

                                                                                                     

                                                                                                     

                                                                                                   

■ Tips ——『主張・理由・具体例の順に書こう』 
 

 主張 (最初に問いに答える) I have enjoyed my time at high school ...  → 時制を問いと合わせる。 

 理由や根拠を述べる ... thanks to my good friends.  → 理由をやや抽象的に示す。 

 具体例・詳細を述べる 
We often laugh and talk together during lunch breaks. 

  → good friends の内容を具体化：昼休みに一緒に笑ったり話したり 

 

 表現レスキュー ———————— 
 

 □ 「部活の大会」 a club competition    □ 「文化祭」 the school festival    □ 「運動会［体育祭］」 the sports day 

 □ 「部活動に参加する」 take part in one’s club activities    □ 「友達と遊ぶ」 hang out with one’s friends   

 □ 「勉強と部活動を両立する」 balance one’s studies and club activities 

Unit 1 
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自由英作文 の いろは 

自由英作文は「読み手に分かりやすく書く」ことが必須です。単語や文をただ並べるだけでは，意図がう

まく伝わらないでしょう。読み手に誤解されないようにするための基本事項を，この「自由英作文のいろは」

にまとめました。書き慣れるまでは，ぜひ手元に置いて，参照しながら英語の文章を書いてみてください。 

書き方の手順 

❶ 設問を読む ❷ アイデアを出す

・賛否や意見を聞かれている

➡ 主張＋客観的な理由＋理由の根拠/具体例/説明

・個人的な好みや体験談を聞かれている

➡ 感想/学び＋具体例(自分の話)

・箇条書きで思いつくままに書く，広げる，つなげる

・メリット，デメリットを考える

・「なぜ？」「どうやって？」「どんな影響？」を考える 

・書きやすい切り口：お金(費用），時間，安全性

❸ アウトラインを書く ❹ 解答を書く ❺ 解答を見直す

・全体の構成を書く：

主張 → 理由 → *具体化

*具体化は理由の根拠や具体例など 

・詳しくしすぎない：

キーワードや短い文で端的に

・アウトラインに肉付けしながら

書く(全体の構成はそのまま)

・読みやすい文字で書く：

大きく，濃く，判読可能な文字

・「じせい さん た」を確認する： 

時制，３単現の-s，単数/複数 

・綴りミスがないか確認する

・大文字小文字／句読点も確認

パラグラフの構成 (意見文) 

指定語数に応じてパラグラフの数や内容を変える。基準や型は様々だが，まずは以下を目安にするとよい。 

● 120 語未満 → １つのパラグラフ (主張 → 理由 ① → 具体化 ① → 理由 ② → 具体化 ②) で書く

● 120 語以上 → 複数のパラグラフ (Introduction [序論] → Body [本論] → Conclusion [結論]) で書く

● 120 語未満 (パラグラフは１つ) 大学は重要か (*簡略化したモデル文) 

Topic Sentence (主題文) [TS]： 

主張 (＋理由の予告) 

 Supporting Sentences (支持文) [SS①]： 

理由 ① → 具体化 ① 

 Supporting Sentences (支持文) [SS②]： 

理由 ② → 具体化 ② 

＊ 結論は不要：理由＋具体化に語数を割く 

[TS] I believe that going to university is important [理由

の予告 →] because it benefits students and communities. 

[SS① ] First, universities help students develop their 

interests. In college, students can choose a major based on 

what they are interested in. … [SS②] Second, universities 

support local communities. For example, some professors 

and students work with local organizations and help 

improve their towns. … 

【Supporting Sentences (支持文) について】 

『 理由 』は，主張を支える客観的事実。『具体化』よりも抽象的に書く。 

 主観的な表現 (I think や should「～すべき」など) は避ける。 

 理由の個数は２～３つが適切 (指定語数や設問に応じて変える)。 

『具体化』は，理由の根拠や具体的な説明。「なぜ『理由』のように言えるのか」を事実ベースで書く。 

 読み手が否定しがたい事実や価値観を，例・経験・データなどで提示すると説得力が増す。 

 指定語数にもよるが，『理由』１つにつき『具体化」を２文以上書くようにしよう。 
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